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1.研 究の背景

製造業における製 品の多様化が進む につれて,製 品情報お よび受注管理や在庫管理な ど

の必要性が増大 している.大 手企業では情報通信技術(ICT)を 駆使 した生産管理システム

を導入 し,生 産性 を向上 させ ることになっているが,中 小企業では種々な事情 によってIT

化に進んでない企業が存在 してい る.顧 客の要求水 準はます ます高まっているので,顧 客

が満足す るような製品やサー ビスの提供が企業に とっての課題 である.IT化 されてない組

立製造業では,顧 客がオー ダーメイ ド製品を受注 した場合,担 当者 がその製 品について,

部品在庫数量,原 価や納期な どを確認 し見積書 を短時間で作成す るのが困難である.本 研

究の共 同研究者である(株)下 西製作所の製 品一つである磁力式垂直搬送供給機 の生産に

おいてIT化 されてない分野があ り,従 来の コミュニケー シ ョンより迅速 に対応 できるシス

テムが必要である.

2.研 究 の 目的

本 研 究 で は 東 大 阪 の 中 小 企 業 間 に 存 在 し て い る 路 地 裏 ネ ッ ト ワ ー ク を 情 報

(Information)と 通信(Co㎜unication)に 関す る技術(ICT)を 駆使 し,各 中小企 業 に あ るアジ

ャイ ル 生 産 に サ ー バ ー&ク ラ イ ア ン トシ ス テ ム を 採 用 し,生 産 に お け る ア ジ リテ ィ

(Agility)を 向上 させ るア ジ ャイル 生産 システ ム(AgileManufacturingSystem)を 構築 す

る.
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3.研 究 の方 法

(株)下 西製 作所 の事業 で あ る製 品情 報 を管理 す るため,MicrosoftAccessに よる受注

管 理デ ー タベ ー スを作成 した.

3.1MicrosoftAccessに よ る受 注管 理デ ー タベ ー スの作 成

図2に 示 され る よ うにMicrosoftAccessに よ る受 注管 理デ ー タベ ー スは受 注管 理デ ー タ

ベ ー ス ソフ トに よっ てデ ー タベ ー ス を構 築 す る .受 注管 理 シ ステ ム のサ ー ブ システ ムは顧

客 管理,受 注管 理,生 産 管理,在 庫 管理 お よび 工程 管理 の5シ ステ ム か らな る.そ れ らの

サ ー ブ シス テ ム ご とに,顧 客別 受 注 情報,見 積 書 作成,部 品 リス ト,製 図,単 価,在 庫 数

量 や組 立情 報 な どが検索 で き る.
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MicrosoftAccessに よる受 注 管理 デー タベ ー スか ら検 索 され た製 品デ ー タか ら各 部 品 メ

ー カ ー別 の発 注 デー タ を取 り出 し,サ ー バ ー&ク ライ ア ン トシス テ ム に対応 す るデ ー タベ

ー ス に入 力 す るた め
,postgreSQLに よる各社(部 品 メー カ ー)の デー タベ ー スを作成 す る.

3.2postgreSQLに よる各 社 のデ ー タベ ース の作成

各社(部 品 メー カー)の ク ライ ア ン トか ら発 注情報 を閲覧 す るた め,図3に 示 され るよ

うに製 品デ ー一タか ら各部 品メー カー別 の発注 デ ー タ をWebサ ーバ ー 上 にあ るpostgreSQLに

よる各 社 のデ ー タベ ー ス に入 力 す る.
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3.3各 部 品 メー カー への発 注 方法

各部 品 メー カー への発 注方 法 と してICTに よる発注 とす る。

4.研 究の成果

東大阪 に存在する企業の路地裏ネ ッ トワーク とい う技術連携の特徴 を生か して生産にお

けるアジ リティ向上 させ る生産システムを構築す る.東 大阪に根付いている異業種交流は

ある企業の技術 を他 の企業 の製品開発 に利用す るとい う発想 と考 えられ る.各 企業 をすで

に存在 してい る路地裏ネ ッ トワークをIT化 して企業統合 して各企業の技術 に付加価値をつ

け,ア ジャイル生産 システムを構築する.ITの ネ ッ トワー クとしてはサーバーアン ドク

ラィアン トシステムを採用 し,1つ の企業 として 自律 もできる企業 とする.そ の組織 はアジ

ャイル生産 システムの条件を満足 させ る.

1.ア ジヤイル生産 システムの構築

2.情 報のデー タベース化 とデータベースの構築

3.路 地裏ネ ッ トワークの情報の調査 とデジタル化

4.情 報を処理するために,現 在使用 してい る手段の調査

5.サ ーバーアン ドクライアン トシステムに情報の搭載

6.シ ステムの効果お よびユーザ ビリテ ィの調査

7.構 築 した生産システムの製品生産における問題点

以上の ことを解決 して製 品を磁気搬送装置 とした場合 のア ジャイル生産 システムを構

築する.そ の場合,下 西製作所 にサーバーを他の5社 をクライアン ト用の コンピュー タ

を設置 してアジャイルカンパニーを構成する.従 来 のシステムと提案システムを比較検

討す る.図3に 示 されてい る。
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「東大阪にお ける路地裏ネ ッ トワークによるアジャイル生産システムの構築」の研究結

果 を基礎 として,以 下の研究を行 っている。

(1)カ スプ面解析

(2)証 拠優位則 によるデー タ解析

(3)ア ジヤイル生産システム.

カスプ面解析 と証拠優位則 によるデー タ解析 を一般公 開 し,研 究結果 か ら各研究テーマ

に対 し,有 効性 を明 らかにす るため,平 成16年8月 か ら(株)大 塚商会の技術 コンサルテ

ィングによって,Webア プ リケーシ ョンを:構築 した.

平成16年3月 まではカスプ面解析 と証拠優位則 によるデータ解析 をスタン ドア ロン
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(Standalone)で 行 った が,一 般 公 開に 向 け,ク ライ ア ン トとサ ーバ ー システ ム を導 入 し,

平成16年 度 のWebア プ リケー シ ョン構 築 の計 画 と して,(i)Webサ ー バー 環境 の構 築,(i)

カス フ 面゚解 析 と証拠 優位 則 に よ る解 析 ソフ トをWeb版 解析 ソフ トへ の改 良 した.平 成17年

3月 に はWebサ ー バー が完 成 し,シ ステ ム として イ ン トラネ ッ トワー ク上 で各 ク ライア ン ト

か らWebサ ーバ ー に あ る解 析 ソフ ト(e.g.カ スプ面解 析)を ア クセ ス し,デ ー タ入 力後 実

行 し,サ ーバ ー にあ るデー タ解析 ソフ トが解 析 を行 い,結 果 デー タや3次 元 グ ラフ な どを

ク ライ ア ン ト側 に提 供 が可 能 とな った.

平成17年 度 のWebア プ リケー シ ョン構 築 の計画 と して,解 析 したデ ー タや結 果 な どを保

存 す るた め に(i)PostgreSQLサ ー バー の構 築,(i)開 発 環境(Eclipse)整 備 な どを行 った.

その結 果,平 成17年3月 には各 クライ ア ン トのEclipse開 発 環境 を用 い たWebア プ リケー

シ ョンか らPostgreSQLサ ー バー にあ るデ ー タベ ー スに保 存 され たデ ー タを閲 覧で き る よ う

にな った.

平成17年 度 のWebア プ リケ ー シ ョン構 築 の計 画 と して,今 まで ク ライア ン ト側 か ら入

力 したデー タやWebサ ーバ ー の解 析 ソフ トが解 析 した結果 をPostgreSQLに あるデ ー タベ ー

ス に手動 で入 力 したが,一 般 公 開 に向 け,解 析 したデ ー タや 情 報 な どの履 歴 を残 す た め,

平成17年3月 に完成 した システ ム と平成18年3月 に完成 した システ ム を統合 し,各 ク ラ

イ ア ン ト,Webサ ーバ ー とPostgreSQLに あ るデ ー タベー ス を連携 させ るシ ステ ムの構 築 し,

平成18年 度 下記 の課 題 を解決 した.

研 究課題

(1)Browserを 経 由 したPostgreSQLデ ー タベ ー ス に あるテ ーブル に書 き込み機 能
ノ

(2)PostgreSQLサ ーバー とバ ックア ップ用サーバーの リレーシ ョンシップに関す る機

能

(3)カ スプ面解析 と証拠優位則 による解析 システムの改良

以上の課題 を解決 した後,連 携企業である下西製作所 のク リエイシ ョンコアーにあるイ

キュベイシ ョンルームを利用 して図のよ うに、本 システムを展示 して有効性 を評価す るた

めのネ ッ トワーク設備機器 と展示のための備 品を購入 して展示中である.つ ぎの課題は}シ

ステムの公 開である.そ のためセ キュ リティの ソフ トウエアを開発 中である.し たがって、

実際にクライアン ト企業にクライアン ト用PCを 配置す るために、新 しいソフ トウエアが必

要ですので、本予算をお認 め くだ さい。参考のため、研究会資料 を添付致 しますので、よ

ろ しくお願い致 します。
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